
患者の認識力に着目した転倒・転落カンファレンス実施後の効果に関する研究 

 

1.研究の対象 

2017年 6月 1日～2017年 8月 31日転倒転落に関するヒヤリ・ハット体験報告書 7件 

2016年 4月 1日～2017年 3月 31日転倒転落に関するヒヤリ・ハット体験報告書 36件 

2016年 4月 1日～2017年 8月 31日の間に附属病院 13階中病棟に在籍していた看護師 

 

2.研究目的・方法 

当病棟では、平成 28年 4月 1日から平成 29年 3月 31日までの転倒転落に関するヒヤリ・

ハット体験報告を参考に、当部署の転倒転落の発生傾向の分析を行いました。その結果転

倒転落のアセスメントスコアⅡかつ E 認識力の項目で 6 点以上に該当する患者の転倒転落

が多いことが明らかになりました。そのため平成 29年 6月 1日から 8 月 31 日まで転倒転

落スコアⅡかつ E 認識力の項目で 6 点以上に該当する患者をカンファレンスの対象として

挙げることでその効果を検証することを目的としています。 

 

3.研究に用いる試料・情報の種類 

情報：転倒転落に関するヒヤリ・ハット体験報告書、研究時入院された全患者さんから名

前、年齢、主疾患、入院時転倒転落アセスメントスコアと E認識力 6点以上 等 

 

4.お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせください。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、

研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申し出ください。 

 

問い合わせ先 

住所：岡山県倉敷市松島 577 

担当者：川崎医科大学附属病院 13階中病棟 

看護師 河本 亜水 

TEL ：086-426-1111（内線 13240） 

研究責任者：川崎医科大学附属病院 13階中病棟河本 亜水 

 

5.利益相反 

受入れがないため該当しない 

 


